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Ⅰ 研究主題 

 

 

Ⅱ 令和６年度全国学力・学習状況調査の結

果概要 

１ 小学校 

本調査は、４月に６学年で実施され、出題

内容は５学年までの学習内容である。 

正答率 

領域・観点 

盛岡市 

※公表値 
全国 全国比 

全体 63※ 63.4 101 

数と計算 65.7 66.0 100 

図形 67.0 66.3 101 

変化と関係 50.8 51.7 98 

データの活用 63.0 61.8 102 

知識・技能 72.2 72.8 99 

思考・判断・表現 52.3 51.4 102 

【領域別・観点別集計結果】 

全体及び領域別の平均正答率を全国と比較

すると、全体で 0.4ポイント、領域別では、

｢図形｣で 0.7ポイント、｢データの活用｣で 1.2

ポイント上回ったが、｢数と計算｣で 0.3ポイ

ント、｢変化と関係｣で 0.9ポイント下回った。

また、観点別では全国平均正答率と比較する

と、｢思考・判断・表現｣で 0.9ポイント上回

ったが、｢知識・技能｣で 0.6ポイント下回っ

た。 

設問別の正答率及び無答率は次のとおりで

ある。 

正答率等 

問題番号 
盛岡市 全国 

盛岡市

無答率 

１(1) 59.7 62.1 0.1 

１(2) 89.3 88.5 0.1 

２(1) 59.5 56.9 2.6 

２(2) 68.8 69.1 0.7 

３(1) 87.2 85.5 0.5 

３(2) 71.1 71.3 0.6 

３(3) 38.3 36.5 6.6 

３(4) 71.5 72.0 1.3 

４(1) 65.9 70.1 2.5 

４(2) 71.3 70.0 2.4 

４(3) 29.8 31.0 1.9 

４(4) 51.3 54.1 3.7 

５(1) 80.2 80.8 1.3 

５(2) 76.4 73.3 2.8 

５(3) 44.6 44.0 9.8 

５(4) 51.0 49.3 3.2 

【設問別正答率・無答率】 

 全国平均正答率を下回った設問は、16問中

８問で、内訳は次のとおりである。 

・１(1)「問題場面の数量の関係を捉え、持

っている折り紙の枚数を求める式を選ぶ

（知識・技能）」で－2.4ポイント。 

・２(2)「除数が 1/10 になったときの商の

大きさについて、正しいものを選ぶ（知

識・技能）」で－0.3ポイント。 

・３(2)「円柱の展開図について、側面の長

方形の横の長さが適切なものを選ぶ（知

識・技能）」で－0.2ポイント。 

・３(4)「五角柱の面の数を書き、そのわけ

を底面と側面に着目して書く（思考・判

断・表現）」で－0.5ポイント。 

・４(1)「540÷0.6 を計算する（知識・技

能）」で－4.2ポイント。 

・４(3)「家から学校までの道のりが等しく、

かかった時間が異なる二人の速さについ
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て、どちらが速いかを判断し、そのわけ

を書く（思考・判断・表現）」で－1.2ポ

イント。 

・４(4)「家から図書館までの自転車の速さ

が分速何 m かを書く（知識・技能）」で 

－2.8ポイント。 

・５(1)「円グラフから、2023年の桜の開花

日について４月の割合を読み取って書く

（知識・技能）」で－0.6ポイント。 

これらの設問及び正答率が低かった設問に

ついては、誤答分析を行って児童のつまずき

を把握し、そのつまずきが生じる原因を考察

するとともに、関連する内容の指導について

振り返り、授業改善につなげていくことが重

要である。特に、知識・技能の習得に係る指

導については、その充実を図っていく必要が

あると考えられる。 

児童質問紙調査における質問番号(33)「学

級の友達との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、広げたりすることがで

きていますか」、(50)「算数の勉強は好きです

か」への回答と平均正答率のクロス集計結果

は次のとおりであった。 

(33)学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすること

ができていますか。 

選択肢 
児童数の 

割合(%) 

平均 

正答率(%) 

当てはまる 44.5 67.6 

どちらかといえば、当て

はまる 
43.3 62.3 

どちらかといえば、当て

はまらない 
10.2 54.5 

当てはまらない 1.6 45.6 

 

(50)算数の勉強は好きですか。 

選択肢 
児童数の 

割合(%) 

平均 

正答率(%) 

当てはまる 31.2 73.2 

どちらかといえば、当て

はまる 
27.4 64.6 

どちらかといえば、当て

はまらない 
23.9 60.1 

当てはまらない 17.5 49.4 

【児童質問紙調査と教科平均正答率クロス集計】 

質問番号(33)の結果では、積極肯定回答か

ら否定的な回答になるにつれ、児童の正答率

が低くなっており、積極肯定回答の児童群の

み全国平均正答率を上回っている。また、積

極肯定回答の児童群と積極否定回答の児童群

正答率の差は 22.0ポイントとなっており、算

数の授業における言語活動の充実と成果が児

童の正答率へ影響していることがうかがえる。 

質問番号(50)の結果では、積極肯定回答か

ら否定的な回答になるにつれ、児童の正答率

が低くなっており、肯定的回答の児童群にお

いて全国平均正答率を上回っている。また、

積極肯定回答の児童群と積極否定回答の児童

群の正答率の差は 23.8 ポイントとなってお

り、算数に対する児童の好き嫌いが児童の正

答率へ影響していることがうかがえる。 

 

２ 中学校 

本調査は、４月に３学年で実施され、出題

内容は２学年までの学習内容である。 

正答率 

領域 

盛岡市 

※公表値 
全国 全国比 

全体 52※ 52.5 99 

数と式 48.9 51.1 96 

図形 40.7 40.3 101 

関数 59.7 60.7 98 

データの活用 56.1 55.5 101 

知識・技能 62.7 63.1 99 

思考・判断・表現 28.2 29.3 96 

【領域別・観点別集計結果】 

全体及び領域別の平均正答率を全国と比較

すると、領域別で「図形」で 0.4ポイント、
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｢データの活用｣で 0.6ポイント上回ったが、

｢数と式｣で 2.2ポイント、｢関数｣で 1.0ポイ

ント下回っており、全体でも 0.6ポイント下

回った。また、観点別では全国平均正答率と

比較すると、｢知識・技能｣で 0.4ポイント、

｢思考・判断・表現｣で 1.1ポイント下回った。 

設問別の正答率及び無答率は次のとおりで

ある。 

正答率等 

問題番号 
盛岡市 全国 

盛岡市

無答率 

１ 29.3 34.8 16.1 

２ 51.4 52.5 10.9 

３ 69.5 68.3 0.2 

４ 65.0 65.3 0.9 

５ 71.3 73.1 3.8 

６(1) 90.2 90.2 2.7 

６(2) 31.3 35.9 25.7 

６(3) 42.4 41.8 30.6 

７(1) 76.7 74.3 6.1 

７(2) 28.2 25.9 28.2 

７(3) 48.1 48.5 0.9 

８(1) 81.9 83.4 0.8 

８(2) 15.0 17.1 17.2 

８(3) 76.9 76.9 5.0 

９(1) 23.9 25.8 33.5 

９(2) 28.7 26.7 5.5 

【設問別正答率・無答率】 

全国平均正答率を下回った設問は、16問中

９問で、内訳は次のとおりである。 

・１「 𝑛を整数とするとき、連続する二つの

偶数を、それぞれ 𝑛を用いた式で表す（知

識・技能）」で－5.5ポイント。 

・２「等式６𝑥＋２ｙ＝１をｙについて解く

（知識・技能)」で－1.1ポイント。 

・４「一次関数ｙ＝𝑎𝑥＋𝑏について、𝑎＝１、

𝑏＝１のときのグラフに対して、𝑏の値を

変えずに、𝑎の値を大きくしたときのグ

ラフを選ぶ（知識・技能）」で－0.3ポイ

ント。 

・５「２枚の10円硬貨を同時に投げるとき、

２枚とも裏が出る確率を求める（知識・

技能）」で－1.8ポイント。 

・６(2)「正四面体の各頂点に○を、各辺に

□をかいた図において、□に入る整数の

和が○に入れた整数の和の２倍になるこ

との説明を完成させる（思考・判断・表

現）」で－4.6ポイント。 

・７(3)「車型ロボットについて、障害物か

らの距離の設定を変えて調べたデータの

分布から、四分位範囲について読み取れ

ることとして正しいものを選ぶ（知識・

技能）」で－0.4ポイント。 

・８(1)「ストーブの使用時間と灯油の残量

の関係を表すグラフとｙ軸との交点Ｐの

ｙ座標の値が表すものを選ぶ（知識・技

能）」で－1.5ポイント。 

・８(2)「18Ｌの灯油を使い切るまでの『強』

の場合と『弱』の場合のストーブの使用

時間の違いがおよそ何時間になるかを求

める方法を、式やグラフを用いて説明す

る（思考・判断・表現）」で－2.1ポイン

ト。 

・９(1)「点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分Ａ

Ｂについて同じ側に正三角形ＰＡＣとＱ

ＣＢをつくるとき、ＡＱ＝ＰＢであるこ

とを、三角形の合同を基にして証明する

（思考・判断・表現）」で－1.9ポイント。 

これらの設問及び正答率が低かった設問に

ついては、誤答分析を行って生徒のつまずき

を把握し、そのつまずきが生じる原因を考察

するとともに、関連する内容の指導について

振り返り、授業改善につなげていくことが重
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要である。更に、小学校と同様に、「知識・技

能」の習得に係る指導について、その指導の

充実を図っていく必要があると考えられる。 

生徒質問紙調査における質問番号(33)「学

級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、広げたりすることがで

きていますか」、(50)「数学の勉強は好きです

か」への回答と平均正答率のクロス集計結果

は次のとおりであった。 

(33)学級の生徒との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすること

ができていますか。 

選択肢 
生徒数の 

割合(%) 

平均 

正答率(%) 

当てはまる 40.9 56.3 

どちらかといえば、当て

はまる 
48.0 51.2 

どちらかといえば、当て

はまらない 
7.9 44.7 

当てはまらない 1.8 40.5 

 

(50)数学の勉強は好きですか。 

選択肢 
生徒数の 

割合(%) 

平均 

正答率(%) 

当てはまる 27.2 65.7 

どちらかといえば、当て

はまる 
28.6 54.4 

どちらかといえば、当て

はまらない 
26.4 47.0 

当てはまらない 17.6 37.0 

【生徒質問紙調査と教科平均正答率クロス集計】 

質問番号(33)の結果では、積極肯定回答か

ら否定的な回答になるにつれ、生徒の正答率

が低くなっており、積極肯定回答の生徒群の

み全国平均正答率を上回っているという小学

校と同様の傾向が見られた。また、積極肯定

回答の生徒群と積極否定回答の生徒群の正答

率の差は 15.8ポイントとなっており、数学の

授業における言語活動の充実と成果が生徒の

正答率へ影響していることがうかがえる。 

質問番号(50)の結果では、積極肯定回答か

ら否定的な回答になるにつれ、生徒の正答率

が低くなっており、肯定的回答の生徒群にお

いて全国平均正答率を上回っている。また、

積極肯定回答の生徒文と積極否定回答の生徒

群の正答率の差は 28.7 ポイントとなってお

り、数学に対する生徒の好き嫌いが生徒の正

答率へ小学校より大きく影響していることが

うかがえる。 

 

以上の令和６年度全国学力・学習状況調査

の結果から明らかになった課題について、そ

の原因を分析し、課題を解決するための効果

的な指導について、授業改善の視点から探っ

ていくこととした。 

 

Ⅲ 研究目的 

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果

から明らかになった課題について、その原因

を分析するとともに、課題を解決するための

効果的な指導について、児童生徒の数学的な

見方・考え方を豊かにすることを目指した授

業づくりの立場から、授業改善例を示す。 

 

Ⅳ 研究内容と方法 

１ 研究の内容 

（1） 数学的な見方・考え方を豊かにするこ

とについて 

 (2) 学習指導要領解説における数学的な見

方・考え方及び数学的活動について 

 (3) 単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識した指導計画の作成と授業づくり

について 

 

２ 研究の方法 

 (1) 理論研究 

ア 数学的な見方・考え方を豊かにする
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ことについて 

イ 学習指導要領における数学的な見

方・考え方及び数学的活動について 

  ウ 単元や題材など内容や時間のまとま

りを意識した指導計画と授業づくりに

ついて 

 (2) 実践研究 

  ア 令和６年度全国学力・学習状況調査

の結果についての分析 

イ 令和６年度全国学力・学習状況調査

から明らかになった課題に関わる学習

単元の「指導と評価の計画」の作成 

ウ 授業実践 

エ 授業実践の考察と授業改善例の提案 

 

Ⅴ 研究の組織 

役職 氏名 所属 

班 長 作山 智美 城北小学校 

副班長 小山 裕果 仙北中学校 

 増尾 悠大 飯岡小学校 

 

Ⅵ 研究の実際 

１ 理論研究 

（1） 数学的な見方・考え方を豊かにするこ

とについて 

学習指導要領において算数・数学科は、

数学的に考える資質・能力全体を「数学的

な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通

して」育成することを目指している。 

算数・数学科の学習では、「数学的な見方・

考え方」を働かせながら、知識及び技能を

習得したり、習得した知識及び技能を活用

して探究したりすることにより、生きて働

く知識となり、技能の習熟・熟達につなが

るとともに、より広い領域や複雑な事象の

問題を解決するための思考力、判断力、表

現力等や、自らの学びを振り返って次の学

びに向かおうとする力などが育成され、そ

のような学習を通じて、「数学的な見方・考

え方」が更に豊かで確かなものとなってい

くと考えられている。 

そのためには、算数・数学の問題発見・

解決の過程（下の図）が重要とされており、

学習指導の過程において、この過程を重視

するものとしている。 

 

（学習指導要領解説【算数（数学）編】より） 

そこで、本研究では、単位時間ごとに算

数・数学科の問題発見・解決の過程の重点

化を図り、単元や題材など内容や時間のま

とまりを意識した指導計画を作成し、数学

的な見方・考え方を豊かにする授業づくり

を探っていくこととした。 

(2) 学習指導要領解説における数学的な見

方・考え方及び数学的活動について 

ア  数学的な見方・考え方 

   「数学的な見方・考え方」のうち、「数

学的な見方」については、「事象を数量や

図形及びそれらの関係についての概念等

に着目してその特徴や本質を捉えること」

であると考えられている。また、「数学的

な考え方」は、「目的に応じて数、式、図、

表、グラフ等を活用しつつ、根拠を基に筋

道立てて（論理的に）考え、問題解決の過

程を振り返るなどして既習の知識及び技
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能等を関連付けながら、統合的・発展的に

考えること」であると考えられている。こ

れらのことから、算数・数学科における「数

学的な見方・考え方」は、「事象を、数量

や図形及びそれらの関係などに着目して

捉え、根拠を基に筋道立てて（論理的に）

考え、統合的・発展的に考えること」とし

て整理している。 

「数学的な見方・考え方」は、数学的に

考える資質・能力を支え、方向付けるもの

であり、算数（数学）の学習が創造的に行

われるために欠かせないものであると捉

えられている。また、児童（生徒）一人一

人が問題を発見したり解決したりする際

に積極的に働かせていくものと考えられ

ている。 

イ 数学的活動 

   数学的活動とは、「事象を数理的に捉え

て、算数（数学）の問題を見いだし、問

題を自立的、協働的に解決する過程を遂

行すること」である。数学的活動におい

ては、単に問題を解決することのみなら

ず、問題解決の過程や結果を振り返り、

得られた結果を捉え直したり、新たな問

題を見いだしたりして、統合的・発展的

に考察を進めていくことが大切である。

この活動の様々な局面で、数学的な見方 

・考え方が働き、その過程を通して数学

的に考える資質・能力の育成を図ること

ができると捉えられている。 

   学習指導要領では、「数学的な見方・考

え方」を働かせて学習が展開されるよう内

容が整理されるとともに、学習指導におい

ては、数学的に問題発見・解決する過程を

重視するものとしている。また、数学的に

問題発見・解決する過程においては、各場

面で言語活動を充実させ、それぞれの過程

を振り返り、評価・改善することを求めて

いる。 

(3) 単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識した指導計画の作成と授業づくり

について 

ア 指導の評価と改善 

学習指導要領では、各教科等の目標の

実現に向けた学習状況を把握する観点か

ら、単元や題材など内容や時間のまとま

りを見通しながら評価の場面や方法を工

夫して、学習の過程や成果を評価し、指

導の改善や学習意欲の向上を図り、資質 

・能力の育成に生かすようにすることと

示されており、指導の評価と改善を推進

することを求めている。 

イ 主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善について 

学習指導要領解説算数・数学編では、

主体的・対話的で深い学びは、必ずしも

１単位時間の授業の中で全てが実現され

るものではない。単元など内容や時間の

まとまりの中で、例えば、主体的に学習

に取り組めるよう学習の見通しを立てた

り学習したことを振り返ったりして自身

の学びや変容を自覚できる場面をどこに

設定するか、対話によって自分の考えな

どを広げたり深めたりする場面をどこに

設定するか、学びの深まりをつくりだす

ために、児童（生徒）が考える場面と教

師が教える場面をどのように組み立てる

か、といった視点で授業改善を進めるこ

とが重要である。また、児童（生徒）や

学校の実態に応じ、多様な学習活動を組

み合わせて授業を組み立てていくことも

重要である。 
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そこで、単元（など）のまとまりを見

通した学習を行うに当たり、基礎となる

「知識及び技能」の習得に課題が見られ

る場合には、それを身に付けるために、

児童（生徒）の主体性を引き出すなどの

工夫を重ね、確実な習得を図ることと示

されており、単元など内容や時間のまと

まりを意識して授業づくりを進めること

が求められている。  

 

２ 実践研究 

(1) 授業改善例を提案する単元と学習内容 

  令和６年度全国学力・学習状況調査の結

果を踏まえ、授業改善例を提案する単元と

学習内容を次のとおりにすることとした。 

ア 小学校第２学年「かけ算(2)」 

  七の段の九九の構成 

イ 小学校第５学年「単位量当たりの大

きさ」 

  速さの意味 

ウ 中学校第１学年「平面図形」 

２つの合同な図形の関係を移動の見

方で捉えること 

(2) 単元の指導構想 

理論研究を踏まえ、上記の学習内容の指

導に当たっては、単元や題材など内容や時

間のまとまりを意識した指導計画づくりを

大事にすることとし、単元の指導と評価の

計画作成に当たっては、次のとおりに進め

ることとした。 

 ア  「『指導と評価の一体化』のための学

習評価に関する参考資料」（国立教育政

策研究所）に示されている考え方や手

順等に沿って単元の評価規準を作成す

る。 

 イ  算数・数学の問題発見・解決の過程

における重視する過程を単位時間ごと

で明確にし、その場面での言語活動の

充実を図るために、数学的に表現し伝

え合う活動を工夫する。 

 ウ  単位時間の目標及び各単位時間で重

視する算数・数学の問題発見・解決の

過程に応じて、評価項目の精選と、各

時間における評価場面を精選し、「指導

と評価の計画」として整理する。 

 

【参考：学習評価の進め方】 

 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資料より） 

(3) 定期的な授業評価 

全国学力・学習状況調査における算数・

数学の正答率との相関が見られた児童

（生徒）質問紙調査における質問番号

(33)「学級の児童（生徒）との間で話し

合う活動を通じて、自分の考えを深めた
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り、広げたりすることができていますか」、

(50)「算数（数学）の勉強は好きですか」

の事項について、定期的に児童生徒への

アンケート調査を行いながら、日々の算

数・数学の授業改善に生かしていく。 

(4) 授業改善例 

本研究を通しての授業改善例の提案を

次ページより示す。 

なお、ここで示している授業改善例は、

資料として 15 ページから掲載している

学習指導案をもとに授業実践を行い、授

業実践を通して得られた成果や課題等を

踏まえて提案するものである。 

 

 

 

【主な参考資料】 

 ・令和６年度全国学力・学習状況調査解説

資料（国立教育政策研究所教育課程研究

センター） 

 ・令和６年度全国学力・学習状況調査報告

書・結果資料（文部科学省、国立教育政

策研究所） 

 ・小学校学習指導要領解説【総則編】 

 ・中学校学習指導要領解説【総則編】 

 ・小学校学習指導要領解説【算数編】 

・中学校学習指導要領解説【数学編】 

 ・「指導と評価の一体化」のための学習評価

に関する参考資料【小学校 算数】・中学

校 数学】 

 ・「指導と評価の一体化」のための学習評価

に関する参考資料【中学校 数学】 

 



全国学力・学習状況調査の調査結果を活用した授業改善に向けて

【設問２（１）の趣旨】
問題場面の数量の関係に着目し、計算に関して成り

立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答
えを式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。
【学習指導要領における領域・内容】

第３学年 Ａ 数と計算
【評価の観点】

思考・判断・表現

【正答率】
盛岡市59.5% 岩手県55.3% 全国56.9%

【誤答率】
盛岡市37.9% 岩手県41.7% 全国39.7%

【無解答率】
盛岡市 2.6% 岩手県 3.0% 全国 3.4%

設問２(1)の平均正答率は、全国を上
回っていますが、誤答率・無解答率の合
計が40.5%と、３人に１人以上の児童が正
答に至っていません。
本設問では、350×16の積を求めるため

に、350×２を基にして、乗数の16が、基
にする乗数の８倍であることに着目し、
積も700の８倍になることを説明する必要
があります。誤答分析から、350×16の積
は5600であることを解答できている児童
は81.6％であり、正しい積を解答できて
も、乗法の性質を用いた求め方について、
式や言葉で説明することに課題があると
いえます。
そこで、計算に関して成り立つ性質を

用いる際には、その求め方を言葉や式等
で表現して説明する活動を充実させるこ
とが大切と考えます。

小学校

授業改善の視点
乗法に関する性質や交換法則、分配法則などのき

まりを意図的に活用させて九九の構成の仕方を考え
る授業展開とします。特にも、分配法則を用いる際
には、式とアレイ図を関連付けて求め方を表現し、
説明し合う活動を重視します。

９



授業改善の例①
東京書籍２年下「九九をつくろう」

pp.27～48

乗法に関する性質や交換法則、分配法則のきまりを
意図的に活用させる授業。

≪授業改善の趣旨≫
本時は、交換法則や分配法則を活用しながら、七の段の九九の構成をしていくことを展開の重点とします。そこで、７×４

は交換法則で積を考えさせたり、７×６は分配法則で積を求めさせたりするなど、意図的に条件を付けることで、きまりを活
用して七の段の九九を構成していきます。分配法則の活用に当たっては、積の求め方をアレイ図と式で表し、それを用いて説
明し合う活動を通して、対話的な学びの充実を図ります。また、授業の終末に自力解決②を位置付けることで、分配法則を発
展させて考えることができるようにします。

【期待する児童の振り返りの例】
八の段は、もっと工夫して九九をつくりたいです。

【問題提示】
図をもとに、７㎝

が２倍、３倍…とな
ることから、連続量
の場合も乗法で表せ
ることを確認します。

①旗２までの長さをかけ算の式で表すと
どうなりますか？
答えはどのように求められますか？

C：７×２
C：たしたしの７＋７＝14
C：前たしの７＋７＝14
C：入替の２×７＝14

C：「入替作戦」を使って４×７＝28
C：かけられる数とかける数を入れ替えれば、
７×６まで答えが求められる。
C：７×７からはどうすればいいかな…。 ④「７×７」「７×８」「７×９」の

答えを工夫して作ろう。

C：旗が１本増えると
７㎝ずつ長くなる。

C：７㎝が２倍、３倍…と
なっている。

C：かけ算が使える。
C：七の段になる。

７×７以降は、交換法則が使えないことから、
７×６の積を分配法則で求め、その後の九九の
構成に生かすことを方向付けます。

C：７×６は２×６＋２×６＋３×６でも求め
られます。

T：アレイ図で説明すると？
C：かけられる数を３つに分ける工夫だ！
C：７×８は７×６の答えに14たしても求めら

れます。
T：式で説明すると？
C：42＋14＝42＋７＋７
C：前たしたし作戦だ！
C：７×８の答えが先に分かったら、それから

７をひくと、７×７の答えになる。
C：うしろひき作戦だ！

②７×４の答えは、どのように求められま
すか？

【課題】七の段の九九を工夫してつくろう

７×３までの九九を全体で確認し、既習の乗法
の性質やきまりを活用しながら、７の段の残りの
九九をつくっていくことを確認し、学習課題につ
なげていきます。

③７×６の答えを「前分け作戦」を使って
求めよう。

C：７を３と４に分ける。

【自力解決①】
アレイ図に線などをかき込ませ、アレイ図

と式を関連付けながら、積を求めさせ、その
後の説明し合う活動につなげます。

C：７を５と２に分ける。

【比較検討】
式から求め方を

図で説明したり、
図から式を考えた
りして、対話的な
学びの充実を図り
ます。

【自力解決②】
ここまでの学習を活用して、九九の構成を進

めます。更なる工夫を促すために、「７×８」
や「７×９」の答えから求めてもよいことを伝
えます。
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【設問４(4)の趣旨】
速さの意味について理解しているかどうかをみる

【学習指導要領における領域・内容】
第５学年「Ｃ 変化と関係」(2)異種の二つの量の割合

【評価の観点】
(1)速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方につい
て理解し、それを求めることができる。（知識及び技能）

誤答を見ると、24.8％の児童が400ｍと回答し
ています。これは自転車の速さについて、図の
分速200ｍを直感的にたしていると考えられます。
このことから、本設問の正答率は51.3％です

が、この中には、「（200＋200）÷２＝200」と
考えた児童もいると思われます。単位量当たり
の大きさには加法性がないことをはじめ、速さ
の意味について正しく理解していない児童が多
いことがうかがえます。

【正答率と誤答率】
○200と解答しているもの
盛岡市：51.3％ 岩手県：46.1％ 全国：54.1％
●400と解答しているもの
盛岡市：24.8％ 岩手県：28.6％ 全国：24.5％
●80と解答しているもの
盛岡市： 1.5％ 岩手県： 1.2％ 全国： 0.9％

【無解答率】
盛岡市： 3.7％ 岩手県： 4.3％ 全国： 4.6％

小学校
４

全国学力・学習状況調査の調査結果を活用した授業改善に向けて

授業改善の視点
①速さを「時速」「分速」「秒速」で表し、その
結果を振り返ることを通して、日常生活への活
用を促します。
②速さについての誤答を線分図を用いて捉え直
すことで、速さの意味の理解を深めていきます。
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時速
360 ÷4＝90 時速 90 ㎞
分速
90÷60＝1. 5 分速 1.5 ㎞
360 ÷ 240＝1.5 分速 1.5 ㎞

分速 1500m
秒速
1500 ÷ 60＝25 秒速 25 ｍ
360 ÷ 14400＝0.025
0.025㎞ =25 m 秒速25m

授業改善の例② 東京書籍５年下「単位量あたりの大きさ」

pp.26～39

速さを線分図を用いて捉え直すことで、速さの意味
の理解を深めていく授業。

☆授業改善の趣旨☆
本時は、速さは「１時間」・「１分間」・「１秒間」といった単位量当たりの道のりで表すことを理解します。授業の終末

では、全国学力調査 小学校算数大問４（４）の問題を取り上げます。直感的な誤答を生かし、「速さはたしてよいか」と問
いかけ、速さには加法性がないことを、線分図を用いて考えていきます。

【期待する児童の振り返りの例】
・速さはたしてはいけないことが分かった。

【自力解決】
１時間当た

りの距離を求
める式につい
て、数直線図
を根拠にして
考えます。

①はっきりさせるためにはどうす
ればよいですか？

C：１㎞当たりの時間で比べる。
C：１時間当たりの距離で比べる。
T：今日は、前の時間の１秒当たりで
比べた方法と同じようにして１時間当
たりの距離で比べましょう。

１時間当たりに進む距離を求める式

を言葉の式に置き換え、速さは「道の
り÷時間」で求められることを押さえ
ます。

T：どちらが速いと言えますか。
C：はやぶさ号です。１時間当たりに進
む距離が長いからです。

(課題)速さの表し方を考えよう。

③速さってたしていいのかな？

新幹線のはやぶさ号は３時間に
660㎞進み、かがやき号は２時間に
420㎞進みます。
どちらが速いですか。

４時間で360ｋｍ進むバショウカジキの時速を求
めましょう。また、分速と秒速も求めましょう。

たけるさんは自転車で、家から郵便ポストの前を
通って図書館まで行きました。まず、家から郵便ポ
ストまでは、道のりは600ｍで、３分間かかり、速
さは分速200ｍでした。 そして、郵便ポストから図
書館までは、道のりは400ｍで、２分間かかり、速
さは分速200ｍでした。
家から図書館までの自転車の速さは、分速何ｍで

すか。

C：500ｍだと思います。
C：分速400ｍかな？
C：え？簡単じゃない？200ｍと思うけど？

時速と分速、秒速の関係を基に、時速を60で割ると分
速が求められることを確認する。また、時間を分に変換
しても求められることも確認する。

T：分速400ｍの考えを線分図で表します。全体
の距離は何ｍになるかな？

C：400×5＝で2000ｍです。あ、だめだ！
T：どうしてだめなの？
C：問題文の全体の距離と合わないからです。
T：では、分速400ｍは分速200mをたした考えで

したが、速さってたしていいのかな？
C：問題文に合わないのでたしてはいけない！

T：同様に分速200ｍの考えを線分図で表します。
C：200×５＝1000ｍで問題文と合う！
T：図に表して考えることで、理解することが

できましたね。

T：時速90㎞の速さって、
イメージできる？

C：速いとは思うけど…

T：分速1500mの速さって
イメージできる？

C：時速よりイメージしや
すい。結構、速い！

T：秒速25ｍ。25ｍという
と学校にある…

C：プール！
C：１秒間でプールを泳げ

るってことか！
C：すごく速いよ！

時速、分速、秒速は場面
に合わせて使い分けること
で、速さが捉えやすくなる
ことを確認します。

②結果を振り返る

分速400ｍと分速200ｍを図に表して、問題場
面と比べることで、求めた速さが妥当かどうか
を判断します。
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全国学力・学習状況調査の調査結果を活用した授業改善に向けて

設問3は、正方形が回転移動したとき、回転前の正方形の頂点
に対応する頂点を選ぶ問題でした。

【正答率】
アと解答しているもの 盛岡市 7.6％ 岩手県 8.1 % 全国 8.1 % 
イと解答しているもの 盛岡市11.9％ 岩手県14.0% 全国12.4%

◎ウと解答しているもの 盛岡市69.5% 岩手県65.9% 全国68.3%
エと解答しているもの 盛岡市10.7% 岩手県11.7% 全国10.9%

正答率から、図形の回転移動について、移動前と

移動後の二つの図形の頂点の対応を読み取ることが
できなかったと考えられます。特にイ、エの誤答率
はそれぞれ１割を超えており、移動前と移動後の図
形の関係性への理解が十分ではなかったと考えられ
ます。
問題文から回転の中心や移動の方向について正し

く理解すること、移動前と移動後の図形の関係性
（頂点や辺、角の対応）を捉えることで、より確か
な理解の定着につながると考えられます。

授業改善の視点
小単元全体の学習を振り返り、移動の種類（平

行移動、対称移動、回転移動）と、説明に必要な
数学的表現（対称の軸、回転の中心、移動の方向
や長さ）を確認した上で問題解決に取り組む。ま
た、第１時で扱った模様を適用問題として取り上
げ、図形の移動を数学的に説明できるようになっ
たという実感につなげる。

【設問４の趣旨】
図形の性質や関係を考察する場面において、次のことができ
るかどうかをみる。
・図形の移動の特徴を的確に捉えること
・回転移動について理解していること
図形の性質や関係を考察する場面では、移動前と移動後の二
つの図形の関係に着目して、図形の移動の特徴を的確に捉える
ことが大切である。本問は、「図形の回転移動について、移動
前と移動後の二つの図形の辺や角の対応を読み取ること」につ
いての課題がみられたことから、その学習の状況の変化を把握
するために出題している。
【学習指導要領における領域・内容】
〔第１学年〕Ｂ図形
【評価の観点】
平行移動、対称移動及び回転移動について理解すること。
（知識・理解）

中学校
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授業改善の例③ 東京書籍 ５章「平面図形」
pp.162～163

移動前と移動後の二つの図形の関係に着目し、これまで学
んだ「図形の移動」の見方に基づいて、数学的に説明する活
動を中心とした授業。

【対称移動】
・線分ＳＯを対称の軸
として対称移動する

①ひし形アとひし形エを重ね合わせるにはどうすればよいか
数学的に説明しよう。

（ ）の向きに（ ）の長さだけ平行移動
（ ）を中心として（ ）回りに（ ）だけ回転移動
（ ）を対称の軸として、対称移動 のように
どの方向に、どれ位移動したか具体的に説明すればよい。

【まとめ】
【予想①】

③「２回の移動で」
などの条件を満たす
ように、動かし方を
説明しよう。

【予想②】

≪授業改善の趣旨≫
教科書に記載されている１、２問目を通して説明に加えるべき要

素（対称の軸、回転の中心、移動の方向や長さ）を全体共有する。
そして、３問目として、単元の第１時で扱った正六角形の内側にで
きる模様を取り上げ、これまでに学習したことを活用して問題解決
を図るとともに、本節で学習したことを振り返る。３つの問題を解
決する中で、生徒とのやりとりを通して、正しい数学的表現を確認
するとともに、「説明」と「実際の動き」が関連付けられるように
する。

Ｓ:点Ｃを中心として時計回りに90°回転移動させる。そして、点Ｃから
点Ｃ’の方向に２マス分（線分ＣＣ’の長さ）平行移動。

Ｓ:○○さんの説明の平行移動と回転移動の順番を変えても動かし方を
説明できる。

Ｔ:１回の移動で重ね合わせることができないかな？
Ｓ:点Ｃと点Ｃ´の間に点Ｏをつくり、点Ｏを中心に

時計周りに90°回転移動。

対称移動

【生徒の説明例】
ＮＲを対称の軸として対

称移動する。そして、点Ｊ
を中心として反時計回りに
60°回転移動する。

問題２ △ＡＢＣと△Ａ’Ｂ’Ｃ’を重ね合わせるには、どうすればよ
いか。

回転移動と平行移動

問題３ あの三角形を、２回の移動で、
いの三角形に重ね合わせる方法を説明し
なさい。

②動かし方がわかるように数学的に説明
しよう。

【問題提示】
どのような図形で構成された模様か
を確認しながら、問題を把握します。

学んだ移動を組み合わせれば説明できる。

アイ

エ

問題① ひし形アとひし形
イを重ね合わせるには、ど
うすればよいか。

【回転移動】
・点Ｏを中心に時計回
りに60°回転移動する

回転移動

図形を重ね合わせる方法を説明しよう。
点O

【期待する生徒の振り返り記述】
・対称の軸、対称の中心や何度回転移動し
たかなどを具体的に示すことが大事だと
思いました。

・対応する頂点や辺に注目すると、数学的
に説明することができると思いました。

【生徒の説明例】

点Ｂを中心として
時計回りに60°回転
移動させる。そして、
線分ＢＤを対称の軸
に対称移動させる。

14
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小学校 第２学年 算数科学習指導案 

                          児 童：城北小学校 ２年３組 25名 

                          指導者：作山 智美 

１ 単元名 

  九九をつくろう（東京書籍２年下 pp27～48） 

 

２ 内容のまとまり 

  第２学年「A 数と計算」（3）乗法 

 

３ 単元の目標 

【知識及び技能】 

 ・乗法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりしている。 

 ・乗法に関して成り立つ簡単な性質について理解している。 

 ・乗法九九について知り、１位数と１位数との乗法の計算が確実にできる。 

 ・簡単な場合について、２位数と１位数との乗法の計算の仕方を知る。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 ・数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだ 

したりするとともに、その性質を利用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりしている。 

・数量の関係に着目し、計算を日常生活に生かしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・数量に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き 

生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 乗法が用いられる場面を式

に表したり、式を読み取っ

たりすることができる。 

② 交換法則など乗法に関して

成り立つ簡単な性質を、図

を用いて理解している。 

③ 乗法九九について知り、１

位数と１位数との乗法の計

算が確実にできる。 

④ 簡単な場合について、２位

数と１位数との乗法の計算

の仕方を知っている。 

① 計算の仕方を振り返り、乗

法に関して成り立つ簡単な

性質を見いだしたり、それ

を基に乗法を構成したりし

ている。 

② 日常生活の問題や算数の問

題、算数以外の教科等の問

題などを、乗法を活用して

解決している。 

③ 既習の乗法やその構成の方

法を基に、簡単な場合につ

いて、２位数と１位数との

乗法の計算の仕方を考えて

いる。 

① 累加や乗法に関して成り立

つ簡単な性質を用いるなど

して、乗法九九を構成しよ

うとしている。 

② 簡単な場合について、２位

数と１位数との乗法の計算

の仕方を発展的に考えよう

としている。 

 

５ 指導と評価の計画（17時間） 

  本単元では、前単元で発見し活用してきた乗法に関する性質（乗数が１増えると積は被乗数分だけ

増えること）やきまり（交換法則や分配法則）を用いて、６、７、８、９、１の段の九九を数量の関

係に着目して構成する。そして、完成した乗法九九の表を観察し、各段の九九を構成するときに用い

た乗法に関する性質やきまりについて改めて見直すことで、簡単な場合の２位数と１位数の乗法の答

授業改善の例①資料 
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えの求め方や、乗法を活用したものの数の求め方を考える学習をする。 

  そこで、本単元の指導に当たっては、数量に着目し、既習の乗法に関する性質やきまりを活用して、

児童自らが九九の構成の仕方を工夫して考えていくようにする。その際に、言葉や式、アレイ図など

を用いて説明し合う数学的な活動を重視していく。また、乗法九九の表を拡張した簡単な場合の２位

数と１位数の乗法の積を求める際にも、既習の乗法に関する性質やきまりの中で答えを求められそう

なものを自ら選択して考え、説明し合うことで、既習の乗法に関する性質やきまりが活用できること

のよさにも気付かせていく。 

 

時

間 
目標 

重視 

する 

過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

1 六の段の九九の構成の仕方を考え、説明するこ

とができる。 

Ｄ２  ・思① 

（行動観察、

ノート分析） 

 

2 六の段の九九を確実に唱え、適用することがで

きる。 

Ｄ１ ○知③ 

（行動観察、ノ 

ート分析） 

  

3 

本

時 

七の段の九九の構成の仕方を考え、説明するこ

とができる。 

Ｄ２  ・思① 

（行動観察、

ノート分析） 

 

4  七の段の九九を確実に唱え、適用することがで

きる。 

Ｄ１ ○知③ 

（行動観察、ノ 

ート分析） 

  

5 八の段の九九の構成の仕方を考え、説明するこ

とができる。 

Ｄ２  ・思① 

（行動観察、 

ノート分析） 

 

6 八の段の九九を確実に唱え、適用することがで

きる。 

Ｄ１ ○知③ 

（行動観察、ノ 

ート分析） 

  

7 九の段の九九の構成の仕方を考え、説明するこ

とができる。 

Ｄ２  ・思① 

（行動観察、

ノート分析） 

 

8 九の段の九九を確実に唱え、適用することがで

きる。 

Ｄ１ ○知③ 

（行動観察、ノ 

ート分析） 

  

9 一の段の九九を構成し、乗法の意味の理解を確

実にする。 

Ｄ２ ○知① 

（行動観察、ノ 

ート分析） 

  

10  九九を答えの大きい方から唱えたり、途中から

唱えたり、交互に唱えたりする活動を通して、九

九の習熟・定着を図る。 

Ｄ１ ○知③ 

（行動観察） 

 ○態① 

（行動観察） 

11  九九表からきまりを見つける活動を通して、乗

数と積の関係や、乗数の交換法則についての理解

を深める。 

Ｄ１  ○思① 

（行動観察、

ノート分析） 

○態① 

（行動観察、

ノート分析） 



17 

 

12  乗法の性質やきまりを用いて、簡単な場合の２

位数と２位数の乗法の答えの求め方を考え、説明

することができる。 

Ｄ２  ・思③ 

（行動観察、

ノート分析） 

○態② 

（行動観察、 

ノート分析） 

13  同じ倍でも基準量が異なると比較量も異なる

ことを、図や基準量の４倍の長さを求めながら考

え、「倍」についての理解を深める。 

Ｃ ・知① 

（ノート分析） 

・思③ 

（行動観察、

ノート分析） 

 

14  乗法九九を総合的に活用して、ものの数の求め

方を、乗法を用いて解決できるように工夫して考

え、説明することができる。 

Ｄ２  ・思② 

（行動観察、

ノート分析） 

 

15  学習内容の定着を確認するとともに、数学的な

見方・考え方を振り返り価値づける。 

Ａ１ ○知①③ 

（行動観察、ノ

ート分析） 

  

16 Ｄ１  ○思①② 

（行動観察、 

ノート分析） 

○態① 

（行動観察、 

ノート分析） 

17 学習内容の定着を確認するとともに、数学的な

見方・考え方を振り返り価値づける。 

 ○知①②③④ 

（ペーパーテスト） 

○思①②③ 

（ペーパーテスト） 

 

 

６ 本時の指導（３/17時目） 

(1)本時の授業について 

本時の指導に当たっては、導入で７cmが２倍、３倍となるテープ図から七の段の九九を構成する

学習となることを意識させ、既習の乗法に関する性質（乗数が１増えると積は被乗数分だけ増える

こと）やきまり（交換法則や分配法則）を活用して七の段の九九の構成の仕方を考えるようにする。

交換法則や分配法則は、単元末までに全員がそれらを活用することができるようにするために、７

×２は交換法則で積を考えさせたり、７×６は分配法則で積を求めさせたりするなど、意図的に条

件を付けながら九九を構成していくことで、工夫して九九の構成をできるようにしていきたい。 

 

(2)板書計画案 

 

 

 

              

 

 

                           7×6 

       7+7=14     7+7=14     2×7＝14 

                   3×7＝21 

                         4×7＝28 

7+7+7+7+7=35  28+7=35     5×7=35       7×7     7×8     7×9 

 

              

 

 

 

 
たしたし作せんは 

たいへん 

かける数が 1 ふ 

えるとこたえは 

7 ふえる 

 

 

 

 
7 の段を 5と 2、4と 3 の 

だんに分ける 

  7 のだんの九九をくふうし

てつくりましょう。 

 7のだんの九九も、今までつ

かったきまりや、かけられる

数を分けて考える方法をつか

うとつくることができる。 

 
 

7×1=7 

7×2=14 

7×3=21 

7×4=28 

7×5=35 

7×6=42 

7×7=49 

7×8=56 

7×9=63 

入れかえ 前たし 前分け たしたし 

 

かけられる数とか

ける数を入れかえ

たもこたえは同じ 

1  2  3    4    5 7cm 
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(3)主な発問と指導上の留意点（※） 

 

 

 

 

T：この図からどんなことが 

分かりますか。 

C：１目盛りの長さは７cm。 

C：１段目では 7cm進んで、２

段目ではまた 7cm進んだ。 

C：旗が１本増えるごとにテー

プが７cmずつ長くなって

いる。 

T：1 までの部分をかけ算の式 

で表すとどうなりますか。 

C：７×１=７ 

T：2 までの部分、3 までの部 

分をかけ算の式で表すと 

どうなりますか。 

C：７×２、７×３ 

T：７×２の答えは？ 

C：14。 

T：どのように考えましたか。 

C：たしたし作戦で 7＋７=14。 

C：前たし作戦で７×１の答え

に７をたして 14。 

C：入替作戦で２×７=14。 

T：７×３の答えも入替作戦を

使って求めよう。 

C：３×７=21だから 21。 

T：他にも入替作戦でできる 

九九があるよ。 

C：７×４、７×５、７×６ま

では入替作戦でできる。 

T：今日は、今のように、これ 

までに見つけたきまりを 

使って七の段の九九をつく

っていきます。 

 

 

 

 

 

T：みんなで７×４～６の九九

を工夫してつくります。 

T：７×５の答えは？ 

C：35。 

T：どのように考えましたか。 

C：たしたし作戦で

7+7+7+7+7=35。 

C：たしたし作戦は、かける数

が大きくなると大変。 

C：前たし作戦で７×４の答え

に７をたして 35。 

C：入替作戦で５×７=35。 

T：７×４の答えは？ 

C：28。 

T：どのように考えましたか。 

C：入替作戦で４×７=28。 

C：７×５の答えの 35から７を

ひいて、35-7=28。 

T：７×６の答えは、前分け作戦

で求めます。かけられる数は

何と何に分けられますか。 

C：５と２ 

C：４と３ 

T：どちらかを選んで答えを求

めましょう。 

※式を用いて求め方をプリント 

に書かせる。 

C：５×６=30、２×６=12 

30＋12=42。 

C：４×６=24、３×６=18 

24+18=42。 

T：それぞれの求め方をアレイ

図で説明しましょう。 

C：7×6 

●●●●●● 

 ●●●●●● 

●●●●●●  ５×６＝30 

 ●●●●●● 

●●●●●● 

 ●●●●●● 

●●●●●● 

※４×６と３×６に分ける方法

もアレイ図で確かめる。 

T：残りの７×７～９の九九

は、自分で工夫してつくり

ます。 

T：7×8や 7×9の答えから求

めてもよいですよ。 

※求め方をノートに書かせる。 

 

T：どんな工夫をして九九を完

成させたかを近くの人に説

明しましょう。 

※児童が九九の構成をどのよ

うな順番で進めたかを注視

し、それまでとは違う工夫

で九九をつくった児童がい

た場合は、全体に取り上げ, 

紹介する。 

C:７×８は７×６の答えに 14

をたしても求められます。 

T:式で説明するとどうなりま

すか。 

C：42＋14＝42＋7＋7 

C：前たしたし作戦だ。 

C：７×８の答えが先に分かっ

たから、それから７をひく

と７×７の答えになる。 

C：後引き作戦だ。 

T：今日の学習をまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

T：今日の学習でできたこと、 

次の時間に挑戦してみたい 

ことを発表しましょう。 

C：８の段はもっと工夫して九 

九をつくりたいです。 

 

 

 7 のだんの九九をくふう

してつくろう。 

 7のだんの九九も、今まで

つかったきまりや、かけら

れる数を分けて考える方法

をつかうとつくることがで

きる。 

1  2  3    4    5 7cm 

２×６＝12 

30＋12＝42 
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小学校 第５学年 算数科学習指導案 

                        児 童：飯岡小学校 ５年１組 28名 

                        指導者：増尾 悠大 

１ 単元名  

 単位量あたりの大きさ（東京書籍５年下 pp26～39） 

２ 内容のまとまり 

  第５学年「Ｃ 変化と関係」(2)異種の二つの量の割合 

３ 単元の目標 

【知識及び技能】 

  速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し、それを求めることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

    異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し、目的に応じて大きさを比べたり 

表現したりする方法を考察し、それらを日常生活に生かすことができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

    速さなどの単位量当たりの大きさの意味及び表し方を、図や式を用いて考えた過程や結果を振 

り返り、多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き

学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 異種の二つの量の割合とし

て捉えられる数量につい

て、その比べ方や表し方に

ついて理解している。 

② 単位量当たりの大きさにつ

いて理解している。 

③ 異種の二つの量の割合で捉

えられる速さや人口密度な

どを比べたり表したりする

ことができる。 

① 異種の二つの量の割合とし

て捉えられる数量の関係に

着目し、目的に応じた、大

きさの比べ方や表し方を考

えている。 

② 日常生活の問題を、単位量

当たりの大きさを活用して

解決している。 

① 異種の二つの量の割合とし

て捉えられる数量の関係に

着目し、単位量当たりの大

きさを用いて比べることの

よさに気付き、学習したこ

とを生活や学習に活用しよ

うとしている。 

② 単位量当たりの大きさを活

用できる場面を身の回りか

ら見つけようとしている。 

５ 指導と評価の計画（10時間） 

  本単元では、これまでに学習した量のほかに、異種の二つの量の割合として捉えられる数量がある 

ことを学習し、異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比べ方や表し方について理解し、その 

数量を求めるとともに、目的に応じて大きさを比べたり表現したりする方法を日常生活に生かすこと 

ができるようにする。 

  そこで、本単元の指導に当たっては、異種の二つの量の割合として捉えられる量の意味を十分理解

できるようにするため、混み具合や速さ等を求める式や計算した結果の数値の意味について、数直線

図で表現したり考えたりする活動を重視していく。 

時

間 
目標 

重視 

する 

過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 面積と匹数の関係に着目し、どちらか

一方に揃えて比べる活動を通して、混み

具合について理解する。 

Ａ１  ・思①（挙手・

行動観察・ノ

ート分析） 

・態①（行動観

察・ノート分

析）） 

２ 面積と匹数の関係に着目し、混み具合

の比べ方を整理する活動を通して、単位

量当たりの大きさについて理解する。 

Ｄ１ 〇知①（行動

観察・ノート

分析） 

  

授業改善の例②資料 
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３ 面積と人口の関係に着目し、１㎢当た

りの人口を調べる活動を通して、人口密

度の意味と求め方を理解する。 

Ａ１ ・知②③（行動

観察・ノート

分析） 

  

４ ２つの数量関係に着目し、単位量当た

りの大きさを活用する活動を通して、日

常生活の問題を解決することができる。 

Ａ１ 〇知②③（行

動観察・ノー

ト分析） 

  

５ 時間と道のりの関係に着目し、速さの

比べ方を考える活動を通して、速さは単

位量当たりの大きさで比べられることを

理解することができる。 

Ａ１  ・思①（挙手・

行動観察・ノ

ート分析） 

〇態①（行動

観察・ノート

分析） 

６ 

本

時 

時間と道のりの関係に着目し、数直線

図や線分図を用いて考える活動を通し

て、速さの意味の理解を深める。 

Ｄ１ ・知②（行動観

察・ノート分

析） 

・思②（挙手・

行動観察・ノ

ート分析） 

 

７ 速さと時間の関係に着目し、図や式を

用いて関係を表現する活動を通して、距

離を求めることができる。 

Ｄ１ ・知②（行動観

察・ノート分

析） 

・思①（挙手・

行動観察・ノ

ート分析） 

 

８ 速さと道のりの関係に着目し、図や式

を用いて関係を表現する活動を通して、

時間を求める方法について説明すること

ができる。 

Ｄ１ 〇知②（行動

観察・ノート

分析） 

〇思①（挙手・

行動観察・ノ

ート分析） 

 

９ 

・ 

10 

学習したことを活用し、問題を解決す

る数学的活動 を通して、本単元の学習を

振り返り、自己の学びを 評価している。 

  〇思②（行動

観察・ノート

分析） 

〇態②（行動

観察・ノート

分析） 

〇知③（ノー

ト分析） 

  

 

６ 本時の指導（６／10時目） 

(1)  本時の授業について 

  本時の指導に当たっては、速さを求める公式を知り、時速を分速や秒速で表すことを通して、日常

生活への活用を促していく。また、速さについて線分図を用いて捉え直すことで、速さの意味の理解

を深めていく授業にする。 

(2)  板書計画案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新幹線のはやぶさ号は３

時間に 660 ㎞進み、かがや

き号は２時間に 420 ㎞進み

ます。 

どちらが速いですか。 

1 2 

1 3 

420 

660 はやぶさ号 

かがやき号 

 速さの表し方を考えよう。 

 速さは、単位時間あたりに進む 

道のりで表します。 

 □×３＝６６０ 

   □＝６６０÷３ 

    ＝２２０（㎞） 

 
 □×２＝４２０ 

   □＝４２０÷２ 

    ＝２１０（㎞） 

 

速さ＝道のり÷時間 

時速…1 時間あたりに進む 

道のりで表した速さ 

分速…１分間あたりに進む 

道のりを表した速さ 

秒速…1 秒間あたりに進む 

道のりを表した速さ 

 

たけるさんは自転車で、家から郵便ポストの前を通っ

て図書館まで行きました。まず、家から郵便ポストまで

は、道のりは 600ｍで、３分間かかり、速さは分速 200

ｍでした。 そして、郵便ポストから図書館までは、道の

りは 400ｍで、２分間かかり、速さは分速 200ｍでした。  

家から図書館までの自転車の速さは、分速何ｍです

か。 

 

分速 400m の考え  

200＋200＝400 

だから分速 400m 

 分速 200m の考え  

1000÷5＝200 

だから分速 200m 

 

〇分速は？ 

・400ｍ？ ・200ｍ？  

速さはたしてはいけない！ 

4時間で360ｋｍ進むバショウ

カジキの時速を求めましょう。 

また、分速と秒速も求めましょ

う。 

時速 360÷4＝90 時速 90 ㎞ 

 

分速 90÷60＝1.5   分速 1.5 ㎞ 

   360÷240＝1.5  分速 1.5 ㎞ 

           分速 1500m 

秒速 1500÷60＝25  秒速 25ｍ 

      360÷14400＝0.025 

      0.025 ㎞=25m  秒速 25m 



21 

 

(3)  主な発問と指導上の留意点（※） 

 

 

 

 

 

 

 

T：どちらが速いでしょうか。  

C：はやぶさ号だと思います。 

C：かがやき号だと思います。 

T：はっきりさせるためにはどうすれ

ばよいですか。 

C：１㎞当たりの時間で比べる。 

C：１時間当たりの距離で比べる。 

T：今日は 1 時間当たりの距離で比べ

ましょう。 

T：それぞれどんな式になりますか？ 

C：「3÷660」「2÷420」 

C：「660÷3」「420÷2」 

T：正しい式かを確かめるにはどうす

る？ 

C：数直線図で確かめる。 

T：では、数直線図を使って１時間当

たりの距離を求める式がどちらか

を確かめましょう。 

 ※１時間当たりの距離を□として

数直線図をかかせる。 

 ※数直線図をもとに、それぞれの１

時間当たりに進む距離を求める

式を確認する。 

C：はやぶさ号は 660÷3＝220 です。 

C：かがやき号は 420÷2＝210 です。 

T：答えの単位は何ですか。 

C：㎞です。 

T：はやぶさ号は 220 ㎞で、かがやき

号は 210 ㎞ですね。では、はやぶ

さ号とかがやき号はどちらが速い

といえるのでしょうか。 

C：はやぶさ号です。１時間当たりに

進む距離が大きいからです。 

T：前の学習でも１秒間当たりで進む

距離で比べました。今回は１時間

当たりで進む距離です。これらを

「速さ」と言います。 

T：速さを求める式を、言葉の式にし

ましょう。 

C：道のり÷時間＝速さ（時速） 

T：速さにはもとにする時間の単位に

よって、同じ速さでも数値が変わ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：みなさんは水中の中で、一番早く

泳ぐ魚を知っていますか。 

C：サメ！ マグロ！ クジラ！ 

T：実は、バショウカジキという魚で

す。バショウカジキの速さを、時

速、分速、秒速で表します。 

 

 

 

 

 

 

T：まずは時速を求めましょう。 

C：360÷4＝90 時速 90 ㎞です。 

T：次に分速を求めます。どのような

求め方が考えられますか？  

C：分速は 1 分当たりの時間なので、

時速を 60 で割ればよい。 

90÷60 で求められる。 

C：４時間＝240 分だから、360÷240

で求められる。 

T：バショウカジキの速さを分速で表

しましょう。 

※計算機を用意しておく。 

C：分速 1.5 ㎞です。 

T：進む距離を m に直すと？ 

C：分速 1500ｍです。 

T：分速 1.5 ㎞と分速 1500ｍ。どち

らが速さをイメージしやすい？ 

C：分速 1500m かな？ 

T：秒速はどのような求めることがで

きますか？ 

C：秒速は１秒当たりの時間なので、

分速を 60 で割ればよい。 

1500÷60 で求められる。 

C：４時間は 14,400 秒だから、360÷

14400 でも求めることができる。 

T：バショウカジキの速さを秒速で表

しましょう。 

C：1500÷60＝25  

T：このときの答えの単位は？ 

C：1500m を割っているのでｍ。 

だから秒速 25ｍです。 

C：360÷14400＝0.025。 

T：このときの答えの単位は？ 

C：360 ㎞を割っているので㎞。 

0.025 ㎞＝25m なので秒速 25ｍ。 

T：バショウカジキはプールを１秒で

泳ぐのですね。 

T：時速、分速、秒速は場面に合わせ

て使い分けることで、速さが捉え

やすくなりますね。 

T：速さについて、もっとよく分

かるためにもう１問！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※問題場面の図を提示する。 

T：家から図書館までの自転車の速

さは分速何ｍですか？ 

C：分速は郵便ポストまで分速 200

ｍで、図書館までも 200ｍなの

で、合わせて分速 400ｍだと思

います。 

C：分速 200ｍだと思います。 

 

T：答えを確かめるために、場面を

線分図で表します。 

T：分速 400m の場合は、次のような

図になりますね。 

 

 

 

C：400×5＝で 2000ｍです。 

あ、だめだ！ 

T：どうしてだめなの？ 

C：問題文の道のりと合わない。 

T：分速 400ｍという考えは、分速

200m をたした考えでしたが、

速さはたしてはいけないんで

すね。 

 

T：分速 200ｍの場合は、次のよう

な図になりますね。 

 

 

 

C：200×５＝1000ｍで問題文の道

のりと合う！ 

C：分速は、道のり÷時間でも求め

られるので、1000÷５=200 でも

確かめられる。 

T：この問題の答えは分速 200ｍで

す。この問題から道のりや時

間はたせるけど、速さはたし

たりしてはいけないというこ

とが分かりました。 

 

T：今日の授業で学んだことで、

大事なことは、どんなことで

すか。 

C：速さは、単位時間当たりに進

む道のりで表すことが分かり

ました。 

C：速さは、たしてはいけないこ

とが分かりました。 

 

 新幹線のはやぶさ号は３時間

に 660 ㎞進み、かがやき号は２時

間に 420 ㎞進みます。 

どちらが速いですか。 

 速さは、単位時間あたりに進む

道のりで表します。 

時速…１時間あたりに進む 

道のりで表した速さ 

分速…１分間あたりに進む 

道のりを表した速さ 

秒速…１秒間あたりに進む 

道のりを表した速さ 

 

たけるさんは自転車で、家から郵便ポ

ストの前を通って図書館まで行きまし

た。まず、家から郵便ポストまでは、道の

りは 600ｍで、３分間かかり、速さは分速

200ｍでした。 そして、郵便ポストから

図書館までは、道のりは 400ｍで、２分間

かかり、速さは分速 200ｍでした。  

家から図書館までの自転車の速さは、

分速何ｍですか。 

 速さの表し方を考えよう。 

 

４時間で 360ｋｍ進むバショウ

カジキの時速を求めましょう。 

また、分速と秒速も求めまし

ょう。 
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中学校 第１学年 数学科学習指導案 

生 徒：仙北中学校１年３組 33名 

授業者：小山 裕果 

１ 単元名  

いろいろな移動 

２ 内容のまとまり  

第１学年「Ｂ 図形」(1)平面図形 

３ 単元の目標 

【知識及び技能】 

・平行移動、対称移動及び回転移動について理解している。 

・角の二等分線、線分の垂直二等分線、垂線などの基本的な作図の方法を理解している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

・図形の移動に着目し、二つの図形の関係について考察し表現することができる。 

・図形の性質に着目し、基本的な作図の方法を考察し表現することができる。 

・図形の移動を具体的な場面で活用することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・平面図形の性質や関係を捉えることのよさに気付いて粘り強く考え、平面図形について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとしたり、図形の移動や作図を活用した問題解決の過程を振り返って

検討しようとしたりしている。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 平行移動、対称移動及び回

転移動の意味と性質を理解

している。 

② 角の二等分線、線分の垂直

二等分線、垂線などの基本

的な作図の方法を理解して

いる。 

③ おうぎ形の弧の長さや面積

が中心角に比例することを

理解している。 

① 図形の移動に着目し、二つ

の合同な図形の関係につい

て考察し表現することがで

きる。 

② 図形の性質に着目し、基本

的な作図の方法を考察し表

現することができる。 

③ 基本的な作図や図形の移動

を具体的な場面で活用する

ことができる。 

① 平面図形の性質や関係を捉

えることのよさに気付いて

粘り強く考え、平面図形に

ついて学んだことを生活や

学習に生かそうとしたり、

作図や図形の移動を活用し

た問題解決の過程を振り返

って検討しようとしたりし

ている。 

 

５ 指導と評価の計画（17時間） 

本単元では、身のまわりの事象を「形」「大きさ」「位置関係」という観点から考察し、図形の基礎

的な概念や性質についての理解を深めていく。また、それを活用していろいろな図形の特徴や、二つ

の合同な図形の関係性について、考えたり判断したりしようとする力を育成する。 

そこで、図形の見方についての関心を高め、本単元の学習を通して、図形に対する見方が成長した

ことが振り返ることができるよう、正六角形の内側にできる模様の特徴を捉える時間を、単元の第１

時と第５時に設定する。小学校までの既習事項に、「移動」の見方が加わることにより、移動前と移動

後の二つの図形の関係に着目できるようにすることで、図形の性質や関係を見いだし、図形の移動に

ついて考察し表現する活動を大切にしたい。 

授業改善の例③資料 
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時

間 

目標 重視 

する 

過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 日本の伝統紋様の特徴を捉えた

り、正六角形の内側にできる模様

をつくったりする。 

Ａ１   ・態① 

（行動観察） 

２ 平行移動の意味とその性質を理

解する。 

Ｂ 〇知① 

（ノート分析） 

  

３ 回転移動の意味とその性質を理

解する。 

Ｃ 〇知① 

（ノート分析） 

・思① 

（行動観察） 

 

４ 対称移動の意味とその性質を理

解する。 

Ｃ ・知① 

（ノート分析） 

〇思① 

（発言内容） 

 

５

本

時 

２つの合同な図形の関係を 移

動の見方で捉え、説明することが

できる。 

Ｄ１  〇思② 

（発言内容・ 

ノート分析） 

・態① 

（行動観察） 

６ 

 

学習内容の定着を確認するとと

もに、数学的な見方・考え方を振

り返り価値づける。 

Ｃ 〇知① 

（ノート分析） 

・思② 

（ノート分析） 

 

７ 作図における定規とコンパスの

役割と使い方を理解する。 

Ａ２   ・態① 

（行動観察） 

８ 基本的な作図の方法を考えるた

めに、交わる２つの円の性質を理

解する。 

Ｂ  ・思③  

９ 垂線を作図する方法を理解し、

作図することができる。 

Ａ２ ・知② 

（ノート分析） 

  

10 線分の垂直二等分線を作図する

方法を理解し、作図することがで

きる。 

Ａ２ ・知② 

（ノート分析） 

  

11 角の二等分線を作図する方法を

理解し、作図することができる。 

Ａ２ 〇知② 

（ノート分析） 

  

12 基本的な作図を利用して、円の

接線やいろいろな図形を作図する

ことができる。 

Ｂ ・知② 

（ノート分析） 

・思③ 

（発言内容・ 

ノート分析） 

 

13 基本的な作図を利用して、いろ

いろな図形を作図することができ

る。 

Ｄ１  〇思③ ・態① 

（行動観察） 

14 基本的な作図を利用して75°の

角を作図する方法を考え、式や図

を用いて説明することができる。 

Ｃ   〇態① 

（行動観察） 
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15 身のまわりにあるものを円とみ

なし、おうぎ形の性質を理解する

ことができる。 

Ａ１ ・知③ 

（ノート分析） 

〇思③ 

（発言内容・ 

ノート分析） 

 

16 おうぎ形の弧の長さや面積を求

めることができる。 

Ｂ 〇知③ 

（ノート分析） 

  

17 学習内容の定着を確認するとと

もに、数学的な見方・考え方を振

り返り価値づける。 

Ｃ 〇知① 

（ノート分析） 

〇思② 

（ノート分析） 

 

６ 本時の指導（５／17時目） 

(1)  本時の授業について 

図形の特徴を、本単元で学習した移動（平行移動、回転移動、対称移動）の見方で捉え、説明する

数学的活動を中心に授業を展開する。そこで、まず、教科書に記載されている１、２問目を通して説

明に加えるべき要素（対称の軸、回転の中心、移動の方向や長さ）を確認する。そして、３問目とし

て、単元の第１時で扱った正六角形の内側にできる模様を取り上げ、これまでに学習したことを振

り返る。本時までの学習を経て、小学校までの既習事項である「線対称、点対称な図形」「合同な図

形」での図形の見方に、「移動」の見方が加わった形となる。図形の動きや関係性を具体的にイメー

ジしながら説明することができるようになったという実感につなげたい。 

(2)  板書計画案 

 

  模様や図形を重ね合わせる方法を説

明しよう。 

 
イ・ＳＯを対称の軸として、対称

移動 

・点Ｏを中心に時計回りに 60°回

転移動 

ウ点Ｏを中心として 180°回転移

動。ＰＪを対称の軸として対称

移動。 

・点Ｃを中心として時計回りに

90°回転移動 

・点Ｃから点Ｃ’の方向に線分

ＣＣ’の長さだけ平行移動 

P163 

問 11 

 

「対称の軸」、「回転の中心・方向・

角度」、「移動の方向・長さ」を示

すと説明できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う。 

あ         

 

 

い 

 

 

 

 

 

う。 

３問目（教科書にない問題） 

あの三角形を 

２回の移動で、いの三角形に重ね合わせる方法を説明しなさい。 

 

 

 

う。 

Ａ       

   

Ｂ            Ｆ 

 

      Ｏ 

Ｃ            Ｅ 

 

      Ｄ 

い 
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(3) 主な発問と指導上の留意点 

 

（教科書Ｐ163 の図を提示） 

 

T:この模様は、どのような図形で

つくられていますか。 

S:正六角形。  

S:ひし形。 

T:ひし形を基本の形として、構成

されていますね。 

T:このひし形アと、このひし形イ

は、ぴったり重ね合わせること

はできそうですか。 

S:できる。合同な図形だから。 

T:重ね合わせるには、どうすれば

よいですか。数学的に説明しま

しょう。 

 

 

T:ひし形アをひし形イに重ね合

わせるためにはどのように移

動すればよいですか？ 

S:対称移動をすればいい。 

S:回転移動でも重なる。 

T:対称移動の場合、どのような移

動をすると説明できますか？ 

S:真ん中の線（指で示す）を対称

の軸に対称移動すればいい。 

S:ＳＯを対称の軸として、対称移

動する。 

※対称の軸を明確にすること、対

称移動したことが含まれてい

れば、十分な説明であることを

確認する。 

T:回転移動の場合、どのような移

動をすると説明できますか？ 

S:点Ｏを中心に回転する。 

T:どれくらい回転するとよい? 

S:時計回りに 60° 

T:どうして 60°といえるのでし

ょうか。 

S:合同な６つのひし形を敷きつ

めているから、一周の 360°を

６でわって 60°。 

※回転の中心を明確にすること、

どの方向にどれくらい回転す

るかが含まれていれば、十分な

説明であることを確認する。 

T:「点Ｏを中心に」と「60°」と

いう言葉を使って、改めて説明

をまとめてみましょう。 

S:点Ｏを中心に時計回りに 60°

回転移動する。 

T:それぞれ「どこを対称の軸に」

「どこを中心として何度」とい

うことを示すと、移動の仕方が

はっきり伝わりますね。 

T:では、ひし形ウに重ね合わせる

ためにはどうすればよいです

か。教科書のはるかさんの考え

をもとに、ノートに説明を書い

てみましょう。 

S:点Ｏを中心として時計回り（反

時計回り）に 180°回転移動。

ＰＪを対称の軸として対称移

動。 

S:ＮＲを対称の軸として対称移

動。Ｊを中心として反時計回り

に 60°回転移動。 

※それぞれの移動の仕方の説明

をもとに、妥当性を確認する。 

T:これまで学んだ移動を組み合

わせた説明もあるのですね。 

T:次の図形はどのように移動し

たといえるでしょうか。 

（教科書Ｐ163 問 11 を提示） 

 

 

T:どんな「移動」が関わりそう？  

S:回転移動と平行移動。 

T:そのとおり！動かし方がはっ

きりわかるように、数学的に説

明を書いてみましょう。 

S:点Ｃを中心として時計回りに

90°回転移動させる。 

S:点Ｃから点Ｃ’の方向に、 

２マス分（線分ＣＣ’の長さ）

だけ平行移動させる。 

T:「どの方向に、どれくらいの長

さ」ということを示すと伝わり

ますね。 

T:最後に、単元（平面図形の章）

のはじめにつくった模様につ

いて、移動の見方で見直してみ

ましょう。（図を配布し問題提

示） 

 

 

S:（  ）を中心として（ ）

回転移動している。 

S:（  ）を対称の軸として、

対称移動している。 

T:今日は、図形を重ね合わせる方

法を数学的に説明することを

学習しました。今日の授業で大

切だと思ったことを振り返り

ましょう。 

S:どの方向にどれ位移動したか

説明するとよい。 

図形を重ね合わせる方法を移動

の見方で説明しよう。 
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